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研究を始めて間もなく、ショットは能お的に才ーラを利用ずるためには、人の 


ることを目的とずる ㈱ 本であった。"ドラム□"は、武装と装甲の強化を指樓とし 
た。この機体は、バイストン•ウエルの一おのな武装では太刀打ちできないだろ 


うとされた：ところが、ドラム□の閲発睹、乗り手のオーラカの格差によって A • 


B に性能差が生じることに気付いたショットは、をに"才ーラカ"の強い乗り手を 


据えることによって、"強い " A • B を生み出せるのではないかとちえた。そして、 


ゲドとドラム□の閒発によって得たノウ A ウをまぎ込み新たな A •日が開発さ 


れることとなった。バイストン•ウてル屈指の恐が"キマイ•ラグ"の甲殻など 


をはじめ、巧重な柔巧をふんだんに使い、オーラカの強い"地上人"を乗り 
手とずる事を前提に閲発された強力な試作型 A •日。それが"ダンバイン" 


Aura Battler 

Dunbme 


来バイストン • ウェルにおいて地上人は"聖戲±"であり、教乱の世にあってをく 
の武おが伝説として残されていた。"エ•フェラリオ"を使って、オーラ•□ードを 
閲き、地上人ショットを呼びをせたのは、他な5めドレイクだったのである。 


"オーラカ"が不可夕であることを知った。そしてオーラ•マシン"ビグシー"や 
才ーラ•ボム"ド□"の閒発を経て、ついに A ‘日が誕生ずる。 


ショットが巧めて閒凳した A •目"ゲド"は、まずは基本的な運！！)能力を獲得ず 


なのである。 


ある日バイストン•ウエルに召喚されたショット•ウェポソま、その巧巧の巧り 


ようにお度ずる一方で、大いにお発されていた。彼は、バイストン*ウエルのあ 


b ゆる季をそのものに好奇とが望を搔き立て5れた。巧に生お系の不可思 


讓な振舞いは、□ボットエ学者である彼にとって何ものにもげえ難い研究巧を 


となつた。 


地上とバイストン•ウ1ルのもっとも大きな差異は、巧密な才ーラの存在であ 


る。地上のそれのようにかずかなものではなく、あまねく場所に涅在していた。 


11 やかに 寶い翔ぶ" ミ•フェラ リオ"。あるいは夜空に煌めく"リンの光"。そして 
何よりち 彼を この 地に呼び込んだ" オーラ •□—ド"。それ 5 は オーラの 巧 巧を 


実証していた。彼は、"才ーラ"こそがこの巧巧を支えているのだと確信した。 


実擬、バイストン•ウエルの空をおぶものは何5かのおで才ーラを利用 


していた。彼は巧空力ぎでは推し量れない"作用"あるいは"力"の解 


明にとりかかつもその成果が"才ーラ-バトラー ( A ’ B )" なのである。 

ショットが身を奋せるアの国の地方領主ドレイク•ルフトは、巧しもアの国に、 


のみな5ずバイストン•ウエルずベてに巧を喧えんとずる野望の覆であった。古 
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{お買い上げのお客巧へ > 部品をこわしたり、なくした時は、「部品ま文カード」に必 
要な部品の記号/番号/数置をはつきり*いて切り取り、郵便局で定巧小為替をお貿 
し、求めいただき、まな！（裏面に化ず、お客沒のおを巧、年が、ごな巧を閒 e してくださし、。） 
にて下記までお申し込みください：代金は、料を表通りでず。為替註醫はお記入（白紙） 

で同封してください。なお、部品のお状-重里で郵を料に過不足がちじるときがありまず。 
部品発ちのおに表記巧を超える時は不足分を講ず、表記巧！; TF の時にはな巧をお返し 
いたしまず。もし部品に不良品びございましたら、その部品を切り取り、商品名を«いて、 
下記まで封書にてお送りください。良品と交巧さだていたださまず。 


For Japanese use only. 


77173-3500 


1/35 SCALE MG シリーズ 
オーラバトラーダンバイン 


必要な部品の記号•蓄号•数醒をかく 


■申し込み巧（株)バンダイ静岡相談センター 
〒 424-873 已静岡県清水市西义 f 呆305 TE し0543 -6 己-5315 


<料金表;’ •部品げは1個の料金でず。 


部品番号 

B ⑩ 

その他の部品 

部品代 

100円 

各40円 

郵を料 

140円 

120円 


ク 000.08 /T 


て- 
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■ Front View 


Aura Battler Dunbine 

■ Side View 


■ Aura Shot 


①ち（オーラ•センサー） 

を 眼 

至 副次眼 

互 呼吸器けーラ•インテーク） 
を 神経索 
を 頭巧 
す 的部装甲 

④コックピットハッチ 
重が爱を 
通肩装甲 

⑩才ーラ.コンパーター 
够オーラ.ノスル 
@ショットク□— 

手 

お 巧（方向巧） 

逗副巧 
巧 瞭蓋胥 
姐下腿お 

(3 足 

m 

额才ーラ•ソード 
魯オーラ•ショット 
辱マガジン 
避マズル 
霉あぶみ 
蚕巧当て 
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A ま* 


必ずお読みください 

♦この商品の巧を年鈴は巧才从とです。<|«い部品びありまずので、安ま上15すホ巧には通しまだん=> 
•小さな部品びありまず。□①中には巧巧に入れないでください=窒息などのをちがあります。 
♦ビニール巧を頭か!5巧ったり、巧を覆ったりしないでください。窒息ずるおそれびあります。 
♦かさなお子巧のいるご家庭では，お子巧の手の届かなし化ころへ保管し，お子衡こは巧知巧えなし巧ください: 
♦接驚剤は巧めさつた部屋では巧用しないでください e や*になるを巧がありまず。 


ぶこのキットの巧み立てには +( フラス）ドライバーを使いまずので別にご用 jS くださし、。 
ぶこのキツトには接蕭剤は入つておりまだん。一部のパーツを接慧ずる巧さにはブラス 
チックモデル専用接着剤を別にお買いホめください。 


〈巧み立てる時のま意〉 

♦巧み立てる前に説明 S をよく読みましょう C 
♦部品はを号を巧かめ、ニッ/く一などできれいに切り取り 
ましょラ。切り取ったをのクスは指ててください。 
♦部品の加工の房の巧巧、工具、塗料、接着剤などのご巧 
用にあたっては、それぞれの取巧説明需をよく読んで正 
しく巧用してください。 

♦部品の中には、やむ巧えず、とびったところびあるもの 
もありまずび、巧をつけて巧みなててください； 
♦塗装にはより安全な「水性塗料」のご使用をおずずめしまず。 
•ビスの巧めずぎにはま意しましょう。 


-巧舊 

/: 

をするところの巧 

田® 

• シー ルの 番号 

因® 

. デカールの*号 

因 

-反が側に取り 
バーツ 

1巧ける 

四 

-两側じ同じバーツを 
巧りがける 

D 

-巧きじミを*して 
取りが■ける : 

•巧 

苗 

] り巧るところ 

图 

-乾品を巧«の®巧 
作ります 

巧 

-モじ巧み立てます 

み 

-巧に巧み立:て: 

ミす 

圍 

-巧 a じさわせて 
回たさせます 

因 

•どちらかそ進んで ； 
巧りがける 
































































































































rSiIf 11/ タンバインのは、呈本的 
WVMJf にふたつに分けることができる。 

頭部か！3背部にをる巧造と、的 
部より下の四肢を含む身巧部分である C これは、そ 
れぞれ巧巧のオーラ•マシン、ド□とピグシーそれ 
ぞれの構造に»き巧えてちえる事びできる。頭部 


Converter: 


より吸収されたオーラは、後頭部か5背部へ至り、 
オーラ•コンバーターに供おされる。さらに、コック 
ピットか5は径乗者びおずるオーラを吸収し、さら 
に供作と意思のピックアッフを巧う。オーラ•バト 
ラーのコックピットは、巧お席であると同時にある 
種のフ□ペラントタンクであるという事もいえるだ 
ろう。また、生かでもあるオーラ•バトラーの生命 
難持の巧能も附帯されている。 

才ーラ•ィ（トラーに巧我された数をくのを化部品 
は、恒巧的に新巧げ謝を行わなければ巧んでしま 
う。つまり、巧«していないが鹰でも、他の巧物な 
どと同じように、文をどおり"生きて"しぶのである。 
そのための循巧器系は全身に張り巡5されており、 
各部の巧能維持のため、常時»いているのである。 


才ーラ.コンバーターは、才ーラ.パトラーを含 
むオーラ-マシン全なの要となる«造である。いわ 
ば才ーラをエネルギーにをあずる装■であり、これがなければ、大気、あるいは搭乗者 
か!3取り入れたオーラカを四肢の巧®やお進力とずることびできない。これ5の巧儀や 
巧觀ま、人が京思をもって径乗して巧わなければな5ず、入の発ずるオーラカび介なしなければ、巧体はみ 
じろぞひとつしない。コンバーターそのものは、バイストン.ウエルに巧息ずる"满空が"と呼ばれる生物が 
待つ r 傷力によ5ずに」巧巧を可能とずる器官などを巧居ずることでオーラカを利用ずる。このな能の解明 
そのちのが、オーラ*マシン問発の要說であったことは言ラまでもない。 
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ダンバインの頭部には、巧がキマイ•ラグ 
の頭蓋が巧用され、その脳幹や神経索、視巧 
経などを活用されている。後方に延びる角にはお角の巧 
能もあると香われているび、実巧に才ーラの流れを巧 
巧]ずる器官もあるらしく、いわゆる"目で見る" L ソぺ 
の巧宽おとして神経とリンクされている。お 
状もキマイ•ラグの頭部を挺巧している 
び、下專«造は固定され、□物の代わ 
りにオーラ • イン テークが 据え5 
れている。ダンバインはここか 
5オーラを取り入れ、延随 
部分を経由してオー 
ラ.コンバーター 
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ゴ部- 


Nerves; 


オーラ*バトラーの神経系は、 索 体となった生物の経 
f 搶 などが一定の手 おによ る加工を経た上で実装される場 
合びるい。 碁 本のには、筋 法難な どは神経系ごと利用されているよラで、ずべてを 
ずげ替えることはほとんどなく、巧おそのちのはちがの 瞄 幹の 巧おお巧 巧の 巧巧を そ 
のまま;雨用しているらしし、しかし、その中枢巧経をコント□ールずるのはあくまでパイ 
ロットである。ノいッチやバルブ、トリガー操作など、レバーやペダルなどで物理的にコント 
□ールずる 儀 能もあるが、実席にはその操作を 巧 体が受け入れ、さなび5素がとなった生 
巧のか瞄や脳幹が搭乗者に代わって具がのな行 巧 や 運 おを巧ラのである。ただし、 

それらを 离 度なレベルで達成ずるには充分な"才ーラカ"や、搭乗者との"巧 
巧"などが大きく お巧ず るという。また、中枢部分には一定のレベルで 巧 ゾ 

送 装ち が巧み込まれており、擬似的に巧 巧な どをシミュレーションさせ 
ることも可能であるといラ。 

I iQiiin がの鼠ちを持たない 事 m 外、 

一 才-ラ • パトラ-は生!!^である。 


言 

ねば、 r ちきたまま自らの巧 助を 他人に 
委ねる」のびオーラ-マシンなのである。 
それを可能としているのび、オーラ•リ 
キッドである。これは、 巧が のが液な 
どをベースとし、生化学のに 調合、 
如エされた特巧な; 巧 化で、それ 
ぞれのを体部品を"生さた 状態 
のまま"温存し、かつ、径柔者 
の制御に応じて 傑 能させる。つ 
まり、新 陳け謝 やエネルギーの 
供給のみな5ず、 神経巧搔や 筋肉 
巧おな どの 補修、治療ち 行うので 
ある。むろん、そのレシピは 儀が 
ごとに異なつており、全ての才一 
ラ- マシンは、この" 巧る の 巧 
体"によって 儀 能ずることが 
でさるのである。 


苗み零巧 i 


’占^^ 




Circulation 端 ; 常 ？ r 

ラーがをがであることにおわりはない。そのため、ボディ全体に 
は生命 お 持のため 循現 器が お巧に 張り巡らされている C 「おる 
の;巧が」である才ーラ•リキッドを、この 循巧器 系の 巧 造がなけ 
れば巧 能しない。まず、コンバーターの薑部には 恐がの む 巧 
などを加工したユニットがあり、オーラ•リキッドをを身に循 
误 させている。吸収した才ーラは、エネルギーとしてオー 
ラ•リキッドに取り込まれ、 機が き部にエネルギーを 運搬し、 

それと同時にる部でお生したを廃物などを回収、 巧 過し、 

再びを身を駆け巡るのである。この 巧 造は、ある 意味で勤 
物のむ 度 や曲管に巧当する 循現器 系そのものであると 害え 
るが、 殺閣 用である才ーラ•バトラーロま、さ5におが各所の 
損 填に備え、閲節ごとに閱錯弁や短 お 巧なども設け5れてお 
り、 巧 体全体のダメージが 最小限で 済むよラに配 巧され ている。 
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ホワイト(80%)+コバルトブルー(20%) +パーフル1*^|| 

コンバーター、オーラ•シヨジトなどのを装ら。 
ホワイト(60%)+ コパル ト プルー (40%) + パーブルタ漏 


na などの巧巧ち。 

ミツ ドナイト ブルー（80%) +ブリーン（20%) 
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オーラパ»^ラー 
ダンバイン 
1/35スケール 
マスターグレードモデル 
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